4.3.3  振動

（１）現況把握の方法
１）現地調査（既存調査）

①　施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業による振動

事業計画地近傍の平井第８工区最終処分場において、既存の施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業による敷地境界での現況の振動を把握するため、表4-3-9に示す現地調査を実施しており、その既存調査結果より現況を把握する。
表4-3-9　振動の現地調査概要
	調査項目
	振動レベル（Ｌ10、Ｌ50、Ｌ90）

	調査地点

（図4-3-2）
	①地点１：平井第８工区最終処分場敷地境界西側

②地点２：平井第８工区最終処分場敷地境界北東側

③地点３：平井第８工区最終処分場敷地境界南東

	調査時期
	平成21年10月1日（木）（地点１のみ10月1日（木）～2日（金））

	調査方法
	JIS Z 8735に示す方法

	調査回数
	平日に１回


②　道路交通振動

廃棄物等運搬車両の走行ルートでの現況の振動を把握するため、振動の寄与が大きいと想定され、また、住居や人が集まる施設等の存在を考慮し、表4-3-10に示す現地調査を実施しており、その既存調査結果より現況を把握する。
表4-3-10　道路交通振動の現地調査概要
	調査項目
	振動レベル（Ｌ10、Ｌ50、Ｌ90）

	調査地点

（図4-3-3）
	①地点１：市道唐国久井線の沿道

②地点２：国道170号の沿道（和泉丘病院）

③地点３：国道170号の沿道（いずみ山愛の里付近）

	調査時期
	・地点１　　：平成20年12月10日（水）～11日（木）

・地点２、３：平成21年6月9日（火）～10日（水）

	調査方法
	JIS Z 8735に示す方法

（同時に時間帯別車種別交通量、車速、道路断面を測定した。）

	調査回数
	平日に１回（24時間連続）


２）自然条件及び社会的条件
自然条件及び社会的条件の現況把握は、既存の文献、資料により行うこととする。

なお、土地利用、住居及び交通量等の現況把握については、「3.4.6　環境保全対策 （１）環境保全対策に係る地域の概況」及び「3.4.5　廃棄物等の保管及び搬出入の計画 （３）周辺の交通量」で、また、関係法令については、「3.4.6　環境保全対策 （３） 排ガス、放流水、騒音・振動等に係る排出基準等の規制基準及び環境基準等」において整理している。
（２）予測方法

予測項目は、施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業による事業計画地周辺の振動レベル並びに廃棄物等運搬車両の走行による走行ルート沿道の振動レベルとする。
１）施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業
施設（浸出水処理設備）の稼働、埋立作業に伴う振動（以下「施設振動」という。）による事業計画地周辺の振動の影響について予測する。

予測概要は、表4-3-11に示すとおりである。

表4-3-11　施設振動に係る予測概要
	予測項目
	振動レベル（Ｌ10）

	予測地点
	事業計画地の敷地境界（近傍住居側）

	予測手法
	伝搬理論式

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


①　予測の基本的な考え方

施設稼働に伴い発生する振動を、数値計算による定量的な手法により予測を行う。

②　予測地点及び予測対象発生源

予測地点は、振動の影響が最も大きいと考えられる近傍住居側の敷地境界とする。

なお、処分場周辺地域のうち、周辺の山や丘陵の稜線までは大栄環境株式会社の所有地又は管理地であり、住居等の保全対象施設が立地することはないため、これらも含めて処分場の敷地とし、予測地点はその境界線上とする。
予測対象振動源は、浸出水処理設備（24時間稼働）及び埋立作業機械（９時～17時の８時間稼働）とする。

③　予測手法

予測手法は、伝搬理論式を用いた定量的な手法とする。

④　予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

⑤　予測条件

予測条件は、事業計画等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・施設の配置及び建築計画（敷地境界条件等）

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯）

· 音源条件（設備機器及び埋立作業機械の種類、数、振動レベル、配置等）　

　

２）廃棄物等運搬車両の走行
廃棄物等運搬車両の走行に伴う自動車振動（以下「廃棄物等運搬車両振動」という。）による走行ルート沿道の振動の影響について予測する。

予測概要は、表4-3-12に示すとおりである。
表4-3-12　廃棄物等運搬車両振動に係る予測の概要
	予測項目
	振動レベル（L10）

	予測地点

（図4-3-3）
	自動車振動の現地調査を実施した地点

①地点１：市道唐国久井線の沿道

②地点２：国道170号の沿道（和泉丘病院）

③地点３：国道170号の沿道（いずみ山愛の里付近）

	予測手法
	自動車の走行に係る振動のモデル式

	予測対象時期
	廃棄物等の運搬が最大となると想定される稼働条件の時期

	予測条件
	一般交通量と計画された廃棄物等運搬車両台数を用いて、道路構造や走行速度等を考慮し予測を行う。


①　予測の基本的な考え方

廃棄物等運搬車両による振動への影響を、数値計算による定量的な手法により予測を行う。

②　予測地点及び予測対象発生源

予測地点は、市道唐国久井線沿道、国道170号沿道（和泉ヶ丘病院及びいずみ山愛の里）の合計３地点とする。

③　予測手法

予測手法は、既存道路の現況の振動レベルに、事業の実施により増加する廃棄物等運搬車両の影響を加味し、建設省土木研究所の提案式を用いた定量的な手法で予測する。

④　予測対象時期

予測対象時期は、廃棄物等の運搬が最大となると想定される稼働条件の時期とする。

⑤　予測条件

予測条件は、事業計画等を基に設定する。
＜事業計画の条件＞

・廃棄物等運搬計画（主要搬入道路、年間運搬日数、運搬時間帯、時間帯別車種別台数）

＜一般交通量＞

・現況交通量を予測対象時期における一般交通量とする。
（３）影響の分析

１）　分析の基本的な考え方

振動の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2）　分析の方法

 ①　影響の回避または低減に係る分析

適切な振動対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

 ②　生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

・「振動規制法及び大阪府生活環境の保全等に関する条例等に基づく工場等の敷地境界における規制基準との整合が図られていること。」
・「大部分の地域住民が日常生活において支障がない程度であること。」

4.3.4  悪臭

（１）現況把握の方法
１）現地調査（既存調査）

事業計画地近傍の平井第８工区最終処分場において、施設（浸出水処理設備、埋立地）からの悪臭の現況を把握するために、表4-3-13に示す現地調査を実施しており、その既存調査結果より現況を把握する。

調査地点は、事業計画地近傍の平井第８工区最終処分場の敷地境界２地点（風上・風下各１地点）とし、具体的な調査地点は、調査日の風向等を考慮して、図4-3-4のとおりに設定している。また、調査項目は、和泉市の悪臭防止法に基づく規制方式を踏まえ、特定悪臭物質22物質としている。

表4-3-13　悪臭の現地調査概要
	調査項目
	悪臭（特定悪臭物質22物質）

	調査地点
（図4-3-4）
	平井第８工区最終処分場の敷地境界２地点（風上・風下各１地点）

	調査時期
	平成２１年８月５日（水）

	調査方法
	・特定悪臭物質（２２物質）

「特定悪臭物質の算定の方法」（昭和47年環境庁告示第９号別表１～８に示す方法。）

	調査回数
	１回（夏季）
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図4-3-4　悪臭の現地調査地点

２）自然条件及び社会的条件
自然条件及び社会的条件の現況把握は、既存の文献、資料により行うこととする。

なお、土地利用、住居等の現況把握については、「3.4.6　環境保全対策　（１）環境保全対策に係る地域の概況」で、また、関係法令については、「3.4.6　環境保全対策　（３） 排ガス、放流水、騒音・振動等に係る排出基準等の規制基準及び環境基準等」において整理している。
（２）予測方法

予測項目は、施設（浸出水処理設備）の稼働及び施設（埋立地）からの悪臭の発生による特定悪臭物質濃度とする。
①　予測の基本的な考え方

施設からの悪臭の発生による影響を、現在稼動している施設（平井第８工区最終処分場）における現地調査結果及び悪臭防止対策を基に定性的な予測を行う。

②　予測地点

予測地点は、悪臭の影響が最も大きいと考えられる近傍住居とする。
③　予測手法

予測手法は、現在稼動している施設における現地調査結果等による定性的予測とする。
④　予測対象時期

予測対象時期は、悪臭の発生が最大となる夏季とする。
⑤　予測条件

予測条件は、現在稼動している施設の現地調査結果及び以下に示す事業計画を参考とする。
・受入廃棄物等の種類及び性状

・施設の配置及び建築計画

・ガス抜き管の敷設計画

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）

（３）影響の分析

１）　分析の基本的な考え方

悪臭の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比して、その整合性を検討することにより行う。

2）　分析の方法

 ①　影響の回避または低減に係る分析

適切な悪臭防止対策が採用されているか否かについて検討すること等の方法により行う。

 ②　生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、以下に示すものから選択する。また、分析は、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比すること等により行う。

・「大阪府が定める大阪府環境総合計画、大阪地域公害防止計画及び和泉市が定める和泉市環境基本計画等の環境に関する計画・方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと。」

・「大部分の地域住民が日常生活において感知しない程度であること。」
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